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　自治体の財政状況を考える指標として、財政力
指数・経常収支比率・県債残高・基金残高などが
あります。また、実質赤字比率・連結実質赤字比
率・実質公債費比率・将来負担比率は、健全な財
政運営の判断基準として、北海道の夕張市の財政
破綻注1を機に、2007（H19）年度決算から財政健
全化法で公表が義務づけられています。

　その中でも、いつも私が特に注目しているの
は、経常収支比率と基金残高です。経常収支比率
は、財政構造の弾力性を測定する指標で、低いほ
ど財政運営に弾力性があり、政策的に使えるお金
が多くあることを示します。100％を越えると政
策的な事業を行うことが難しくなり、これが続く
ようであれば財政危機の恐れが出てきます。

　近年、大分県の経常収支比率は【表1】の通り
95％前後で推移していましたが、8月に出た2021
年度の決算報告では、なんと7.4ポイント大幅改
善の87.1％と報告され、私は驚きました。

　大分市や別府市でも数値的には同様に大幅改善
されています。2018年度と2019年度に続けて
100％を超えた杵築市にお
いても2020年度比8.8ポイ
ント改善され85.6％と報告
されています。
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セキュリティ強化のため、ＨＰのアドレスが変わりました
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経常収支比率が87.1％

（注1）夕張市の財政破綻
　夕張市の基幹産業であった炭鉱の閉山の後、急激な人口
減少、閉山跡処理対策、ポスト炭鉱産業として位置づけた
大型観光施設への過大投資等が原因となり2004（H16）
年度の市の負債総額は632億円に上り、市税収の65倍の額
となっていました。
　負債を土地開発公社や第3セクターなどの関連団体につ
け回したり、決算前に旧年度の会計に新年度会計からー時
借入金を繰り入れるなどして、表面上、黒字に見せかける
不適切な手法を繰り返し負債を拡大させた結果、2006
（H18）年6月に財政破綻が発覚しました。
　現在、夕張市は財政再生計画に基づいて再生振替特例債
の借り入れを行い、財政の健全化を進めています。再生振
替特例債の償還終了予定は2027（R9）年3月となってい
ます。

（注2）交付税・交付金・補助金
　国から地方公共団体へ交付されるものですが、交付税は、
財源の不均衡を調整するため地方自治体に再配分されるも
ので、使い方は各自治体で決められます。
　交付金は、使い方が特定の目的に限定されています。
　補助金は、事業の推進を補助するために、審査を受けた
各種団体や法人等に対し、地方公共団体を通して給付され
るもので返済の義務はありません。

【表1】大分県・大分市・別府市の経常収支比率（％）
年度

大分県

大分市

別府市

2017（H29）

93.9

92.9

97.8

2018（H30）

94.8

93.6

97.5

2019（R元）

95.2

95.1

97.4

2020（R2）

94.5

95.8

96.9

2021（R3）

87.1

91.4

91.1

　87.1％という数値は、今から25年ほど前の平松
県政の頃の水準です。当時は全国的にもこのよう
な水準で毎年、全国各地で大型インフラ整備がど
んどん行われていました。
　近年は、国の財政硬直化も影響し、70 ～ 80％
台の東京を除く全国の道府県はほとんど90％台
で、全国平均は93 ～ 95％となっています。ちな
みに大分県は全国のほぼ平均値です。

　今回、経常収支比率がこのような数値になった
のは、県税や国からの交付税注2の増、そして新型
感染症対策に関わる緊急的な手厚い交付金などに
よって収入が増えたからです。
　しかし、感染症の落ち着きとともに、交付金は
減額されていくでしょうし、交付税の見込みも不
透明なことから、これからの県財政を楽観的に考
えることはできません。
　また、原材料や燃料費などありとあらゆるもの
の値上がりが続く中、経済状況がどうなっていく
のか不安視する向きもあります。
　そういった要因から、これからの財政運営の見
通しは、とても難しくなるのではないかと考えま
す。ですから、財政的に余裕のあるうちに、貯金
にあたる財政調整用基金などの基金残高をできる
だけ増やしておくことが大事だと考えます。
　2021年度の決算報告では、県の財政調整用基金
は21億円増え320億円となっていますが、県の行
財政改革推進計画で示している目標額の330億円
には達していません。
　国からの交付金や補助金は、使用目的が限定さ
れていますから、それを基金に直接入れることは
できません。そのため、国からの事業をうまく活
用し、県の負担を減らして基金に回していくこと
が求められます。
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